






研究目的 

クレチン症マススクリーニングや新生児甲状腺機能のfollow upに際し,炉紙血液あるいは

血清中総サイロキシン(TT4)の測定がよく用いられる。しかしながら TT4は甲状腺機能のみ

ならず,血中 T4 結合グロブリン(TBG)の変化によっても左右される欠点がある。その点活性

型である遊離型 T4(FT4)の測定は,TBGの変化にかかわらず甲状腺機能を反映するよい指標

であることがわかっており,ラジオイムノアッセイ(RIA)が開発された。しかし FT4-RIA

は,RI を使用しなければならないこと,アルブミンの影響を受ける欠点がある。 

そこで我々は,RI を使わず,アルブミンの影響も受けない遊離型サイロキシンエンザイム

イムノアッセイ(FT4-EIA)を開発した。 


